
地域別の改善状況等について 

参考資料２ 

第８回総合危険度ランク 

 東京都では、東京都震災対策条例に

基づき、以下の目的でおおむね５年ご

とに、都内の市街化区域について、各

地域における地震に関する危険性（地

域危険度）を調査しています。 

 

① 地震災害に対する都民の認識を深 

   め、防災意識の高揚に役立てる。 

② 震災対策事業を実施する地域を選 

   択する際に活用する。 

 東京都では、今後30年以内にマグニチュード７クラスの大地震が70％の確率で発生すると予

測されており、首都直下地震による東京の被害想定によると、区部の木造住宅密集地域を中心

に、建物倒壊や地震火災の被害が発生するとされています。 

 木造住宅密集地域（以下「木密地

域」という。）は、山手線外周部を中

心に広範に分布しています。これらの

地域は、戦後の急速な市街地などによ

り形成されましたが、今日に至っても、

道路や公園等の都市基盤が不十分なこ

とに加え、老朽化した木造建築物が集

積するなど防災上・住環境上の課題を

抱えています。 

木密地域を中心に地域危険度が高い地域では、このような市街地の実態を踏まえ、建築物の不燃化及

び耐震化の事業を連携させながら、震災に強い都市づくりの推進を図っていくことが重要です。 

■ 木造住宅密集地域の現状 

■ 地域危険度について 

1 



地域別の改善状況等について 参考資料２ ＜防災都市づくり推進計画＞ 

2 


